


　今、私たちは、深刻な気候変動問題を解決する最後の世

代だと言われています。今から科学に基づく行動をすれば、

気温の上昇を産業革命前から 1.5℃の上昇に抑えることが

でき、危険な気候を回避することができます。

　そのためには、CO2 など温室効果ガスの排出を今すぐ

大幅削減をする必要があります。CO2 排出の最大の原因

である化石燃料を燃やさないよう、火力発電所ではなく、

太陽光や風力といった再エネに切り替えていくとともに、

省エネでエネルギーの無駄遣いをなくすことが必要です。

CO2 の排出は、気候変動を悪化させ、多くの人たちの

生命や財産を奪う人権侵害にほかなりません。私たちは、

地球に住むすべての人々が公平で気候災害をできるだけ回

避する社会を望み、将来世代にも大きなツケをを残さない

ような社会をめざして、多くの人たちと連帯していきたい

と考えています。みんなが笑顔でいられる社会の実現に向

け、横須賀から発信していきたいと思います。ぜひ多くの

方のご参加をお待ちしています。

▶エネルギー安全保障のためにも自給率 ���％
の再エネをめざそう！
日本はエネルギー自給率が非常に低く、エネル

ギーの安全保障上大変問題です。化石燃料はほぼ

100％近くが輸入なので、エネルギー自給率を高め

るためには太陽光や風力の力を利用する再生可能

エネルギーに転換してくことが必要です。

再エネ社会を目指そう！

� 月 � 日はみんなで気候マー チへ

▶グリーンウォッシュはいらない
大手の電力会社各社は” ゼロエミッション火力”

を目指すといって、水素やアンモニアなどの燃料

を火力発電で使うことを進めようとしていますが、

実際には CO2 をたくさん排出します。水素やアン

モニアは化石燃料を原料にしてつくられており、

製造段階で大量のＣＯ２を排出します。またその燃

料を海外から運搬するのにもたくさんの CO2 を排

出するため、削減効果はわずか数％です。

　表看板はきれいごとを言って、実際には環境を

破壊する行動をしていることをグリーンウォッ

シュと言いますが、カーボンゼロを目指す中で企

業や行政のグリーンウォッシュを見抜く力が市民

に求められています。

▶第一回目のマーチで多数が参加！　
　2022 年 4 月 24 日に行った第一回気候マーチで

は、雨が降る中 180 人もの人が参加しました。小

さなヨチヨチ歩きのお子さんから、高校生や大学

生、そして働く世代やシニア層まで、世代を超え

る人たちで横須賀の町を練り歩き、石炭火力の建

設中止と再エネ社会の実現を求めました。

横須賀石炭訴訟の裁判が結審へ
　横須賀石炭火力発電所計画を認めた国に対して、住民が

その取り消しをもとめて提訴した裁判が、終盤を迎えてい

ます。6月6日（月）、東京地方裁判所で最後の裁判が行わ

れる予定です。たくさんの人がこの問題に関心を持ってい

ることを裁判長にも知ってもらうため、ぜひ東京地裁に傍

聴にかけつけてください！　

＜裁判＞
　日時：6月6日（月）10時半～

　場所：東京地方裁判所103号法廷

＜報告会＞
　日時：6月6日（月）11時半～　

　＊裁判終了後で前後する可能性があります。

　場所：航空会館大ホール（港区新橋1-18-1）

　https://yokosukaclimatecase.jp/


